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大阪府がん登録資料を用いたがん検診の精度評価及び

発見がん患者の生存状況に関する研究

３　研　究　者　名 大阪がん予防検診センター　   副所長　　山崎秀男

大阪がん予防検診センター　　 調査室　  東山佳代

大阪がん予防検診センター 　　検診データ室長　中岡　亮

目的：大阪府がん登録データと当センターのがん検診受診者ファイルとの照合を

行い、各がん検診の精度を評価し、がん検診の精度管理の向上を目指す。

また、発見がん患者の生存状況に関する調査も併せて行う。

方法：集団検診受診者ファイルと大阪府がん登録データとを照合することにより、

1996年から2003年末までの、胃・食道・十二指腸・直腸・結腸・子宮・乳・肺がん

の罹患を把握する。その後、集団検診で「異常なし」と判定されたものや精密検査

の結果「異常なし」と診断、新たにがんの罹患が確認された症例（偽陰性例）を分析
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して感度、特異度をもとめ、検診精度を評価する。また、偽陰性例については、過去

の検診受診歴や検診結果等とあわせて検証し、進行度との関連など、各がん検診

についての精度を考察する。

５　研 究 の 概 要


